
医師を雇用する事業者のみなさまへ
新⾒労働基準監督署からのお知らせ

★時間外労働の上限規制（令和６年４月１日施行）

令和６年(2024年)4月1日から医師にも時間外労働の上限規制が適用されます。
（届出様式も変更、様式は厚⽣労働省HPからダウンロードできます）

医師の時間外労働が1か月100時間を超えることが⾒込まれるときは、勤務間イン
ターバルの確保と事前に面接指導実施医師（一定の要件あり）による面接指導を実
施する必要があります。

★勤務間インターバル・代償休息について

勤務間インターバルは次のいずれかの方法により確保しましょう。
① 始業から24時間以内に9時間の連続した休息時間を確保
② 始業から46時間以内に18時間の連続した休息時間を確保

（宿日直許可のない宿日直に従事させる場合で、上記①による休息
期間を確保しない場合）

※ 業務開始から継続24時間を経過するまでに、宿日直許可のある宿日直勤務に継続９時間従事させ
る場合は、休息期間の確保を要しません。

上記①、②の休息時間中に、やむを得ない理由により労働させた場合、当該労働時間に相当す
る休息時間（代償休息）を翌月末日までに付与する必要があります。

いきいき働く医療機関サポートWeb いきサポ
医師の働き方改革の解説動画や「医師の働き方改革 2024年４月までの⼿
続きガイド」などの関連資料が閲覧できます。



★面接指導実施医師による面接指導について

時間外・休日労働が月100時間以上となることが⾒込まれる特定医師に対して、
面接指導実施医師による面接指導を実施しなければなりません。

産業医面談と長時間労働医師への面接指導の関係

これまで⾏われてきた労働安全衛⽣法に基づく面接指導（いわゆる「産業医面談
」）については、要件に当てはまる場合には、別途実施する必要があります。ただ
し、労働基準法に基づく面接指導を実施し、かつ安衛法第66条の８第2項のただし
書きの書面を提出した場合は、改めて産業医面談を⾏う必要はありません。

https://sites.google.com/hyouka-

center.med.or.jp/hyouka-center

特例⽔準の評価については
医療機関勤務環境評価センター
ホームページ

医師の働き方改革の相談に応じます
岡⼭県医療勤務環境改善⽀援センタ
ーホームページ
https://www.okayama.med.or.jp/spe

cial/iryoukinmu/index.html

★時間外・休日労働に関する協定届の様式変更（令和６年４月１日届出分より）

36協定新様式のダウンロードはこちら厚生労働省ホームページ
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukiju

n/roudoukijunkankei.html

★その他関連機関

事業者
（医療機関の
管理者）

労働者
（面接指導対象
の特定医師）

※時間外・休日
労働が月100時

間以上見込まれ
る医師

面接指導実施医師
【要件】
・勤務する医療機関の管理者でないこと
・面接指導実施医師養成講習を修了していること

管理者が面接指導医師による面接指導を実施

【実施時期】
１か月の時間外・休日労働が100時間に達するまでの間に実施。

（ある程度疲労の蓄積が想定されるタイミング（時間外・休日労働が
月80時間前後）を目安に実施してください。）
※A水準の医師で、疲労の蓄積が認められない場合は時間外・休日労働が100

時間以上となった後、遅滞なくでも可。

【面接指導実施前の管理者による確認事項】
① 勤務の状況
② 睡眠の状況
③ 疲労の蓄積の状況（自己診断チェックリストなどを活用）
④ 心身の状況
⑤ 面接指導を受ける意思の有無

【必要な情報の提供】
① 面接指導対象の特定医師の氏名
② 上記確認事項の内容
③ その他必要な情報

【面接指導】
① 勤務の状況
② 睡眠の状況
③ 疲労の蓄積の状況
④ ②、③以外の心身の状況

必要と認める場合、遅滞なく労働時間の短縮、宿直回数の
減少その他適切な措置を実施

【面接指導の結果に
ついて意見聴取】


